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第 2 章では、現象論を用いて、 Fe-32at.%Ni 合金の M 変態における晶癖面などの結晶学的ノ《ラメー夕、 M 変態全
体を記述する演算子としての形状歪を求めた。また、その解析を双結晶における M 変態に対して適用するための行列
代数学的解析手法について述べた。
第 3 章では、熱誘起 M 変態挙動に及ぼす粒界性格の影響について考察した。粒界近傍では、粒界のタイプに依存せ
ず、粒界面に対して平行関係に近い晶癖面を有するバリアントが優先的に選択されることを指摘した。対称傾角粒界




第 4 章では、予加工後の熱誘起 M 変態挙動について述べた。予歪導入後も M 変態挙動は粒界性格の影響を強く反





第 6 章では、双結晶の逆変態挙動について、 M 変態挙動の粒界性格依存性に関する知見に基づき考察した。 M 変態
時の自己調整が逆変態温度の変化に繋がることを指摘した。








(1) 900(211) 対称傾角粒界双結晶の M 変態開始温度 (Ms) は、 900{211} ねじり粒界双結晶及び単結晶のそれより高い












(5)Fe-Ni 双結晶の逆変態に及ぼす粒界性格の影響について調べ、粒界性格に依存する M 変態時の自己調整が逆変態温
度の変化に繋がることを指摘している。
以上のように、本論文は、材料特性改善のための組織制御において、重要な役割を担う M 変態に及ぼす粒界性格の
寄与、ならびにその支配因子を明らかにするなど、組織制御に対する学術的にも実用的にも極めて重要な多くの知見
を含んでおり、材料工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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